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詳細 分類

法人税申告書

交際費・寄付金
会計及びﾃﾞｨｽｸﾛｰ
ｼﾞｬｰに係る対応

外形標準課税固定資産

ｲﾝﾎﾞｲｽ方式への
実務対応

金融商品会計

不正対策の制度
設計

会計及びﾃﾞｨｽｸﾛｰ
ｼﾞｬｰに係る対応

経営戦略と
非財務情報

企業不祥事の予防

連結財務諸表の
基礎

ｺｰﾎﾟﾚｰﾄ･ｶﾞﾊﾞﾅﾝｽと
経営財務

グループ監査

日常業務の法律知識

取締役・監査役の実
践に役立つ会社法

法人税実務の基礎

会社法会計の基礎

中期経営計画

監査法人の監査手法

ｷｬｯｼｭﾌﾛｰの意味と
その活用

監査役員スタッフの
ための法律問題

実務上の重要ﾎﾟｲﾝﾄ

株主総会対策や監査報告書作成の実務対応を中心に開催。

3月決算に向けた本
格的対応

会計文書の書き方・
考え方

法律知識や監査計画の作成と言った監査に関する必須実務を
中心に開催。

グループ会社監査、期末監査や決算での留意点に関する
実務を中心に開催。

ｺｰﾎﾟﾚｰﾄﾌｧｲﾅﾝｽ

有価証券報告書

税効果会計

外形標準課税や交際費・寄付金といった税務実務や
会社法決算の基礎などを中心に開催。

税務調査

ｲﾝﾎﾞｲｽ方式導入に
向けて

ｲﾝﾎﾞｲｽ方式への
実務対応

コロナ禍、国際化デ
ジタル化、今後の税

務調査

ｷｬｯｼｭﾌﾛｰの意味と
その活用
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◆開催要項
主として実務担当者の
方々を対象に、管理部
門が直面する実務に関
わる諸問題を取り上げ
ております。

◆開催回数
２０２２年度実績：５５回

◆開催場所
原則として産業経理協
会ビル(神田淡路町)に
て開催いたします。

◆開催日
原則１回開催いたしま
す。

◆開催時間
２時間から３時間３０分と
なります。(開催内容によ
り異なります。)

◆内容

【実務】
実務上、検討が必要な
時期に合わせて開催し
ており、諸問題の解決方
法を実践的に身につけ
ることができます。実務
の中心となる方から管
理される方まで現場に
即した内容を解説してお
ります。

【入門】
管理部門で必須となる
基本知識を初学者でも
分かり易く、また直近の
法制度改正も毎年更新
しながら解説しておりま
す。

【重点】
法制度改正などその時
に応じて重点となるテー
マを不定期に開催してお
り、具体的な事例と共に
解説しております。

4月

具体的年間活動

有価証券報告書の作成実務といった決算対応、会社法会計の
基礎などを中心に開催。

税効果会計などの会社毎の状況により判断すべき項目や
印紙税、連結財務諸表の基礎などを中心に開催。

会計基準の基礎固め

収益認識会計基準

ｷｬｯｼｭﾌﾛｰ計算

複式簿記

管理部門に必要な基礎や株主総会の実務対応、法律全般の
諸問題解決方法などを中心に開催。

会社法基礎知識から総務・法務・労務に関するトラブル対応・法改正の諸問題の解決方法などを中心に開催。

法人税申告書

期末決算準備

退職給付会計

管理部門の
法律知識

株主総会運営や不祥事予防といった諸問題の解決方法などを
中心に開催。

事業ポートフォリオ
マネジメント

実務担当者から経営者まで経営財務をしっかり理解するために基礎から実務の諸問題解決に対応するための実践力を身に付ける内容を中心に開催。

経営財務入門

債権回収企業不祥事の予防

会社法基本構造

監査役員スタッフの
ための法律問題

日常業務の法律知識

取締役・監査役の実
践に役立つ会社法

3月決算に向けた本
格的対応

ｲﾝﾎﾞｲｽ方式への
実務対応

役員の法的責任

ｲﾝﾎﾞｲｽ方式導入に
向けて

ｲﾝﾎﾞｲｽ方式への
実務対応

ｺｰﾎﾟﾚｰﾄ･ｶﾞﾊﾞﾅﾝｽと
経営財務

リスクマネジメントの
検討

非財務情報の開示
拡大への対応

固定資産の税務
会計

グループ経営と本社
の役割

消費税の決算の
申告

3月決算の総合的
検討

ｲﾝﾎﾞｲｽ方式への
実務対応

3月決算のファイナ
ルチェック

3月決算のファイナ
ルチェック

期末監査の実務
実務

入門
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